
ＪＦ全漁連（坂本雅信会長）はＪＦ全国代表

者集会を都内で４日開催し、「海洋環境の激変に

立ち向かうＪＦ自己改革の断行」をテーマとし

た2025～29年度の新たな運動方針を全会一致で

採択した。

新たな運動方針で

は、ＪＦグループが協

同組織としての出資

や利用、運営の原則を

改めて認識し、海洋環

境激変などの厳しい

環境でも本来の使命

や役割を持続的に発

揮していくことを基

本的な考え方とし、①

漁業者を支える事業・経営改革の断行②組織基

盤の確立③浜での中核的役割発揮による漁村・

漁業への貢献――の３つの柱で事業を進める。

開催にあたり、坂本会長はＡＬＰＳ処理水放

出に伴う禁輸措置や能登半島地震など、今年の

出来事を振り返るとともに、「海水温の上昇で魚

種が変化し、漁業生産量の減少も顕著に表れた。

海洋環境の激変の時代に突入している」と述べ

た。25～29年度の運動方針については、「激変の

時代を乗り越えるためにＪＦグループが自ら改

革を断行し、漁業を持続的な産業とし、確実に

将来につなげていくための指針となる」と語っ

た。

石破首相のビデオメッセージを放映

石破茂首相がビデ

オメッセージを寄せ

た。石破首相は日本の

漁獲量がピーク時の

半分になったことに

触れ、「漁獲量減少の

理由を突き止めるの

が喫緊の課題」とし、

「食料安全保障の確

保を図るためにも水産業の発展が重要」との考

えを示した。 （２ページに続く）
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